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4 月 15 日（土）に学部 4 年生によるテーマ発表会が行われました．4 年生にとっては初めて

の発表になったので，みんな緊張していたと思います．テーマ発表が行われる週には 4 年生は修

士の方々と発表の練習をしたり，スライドを修正したり，要旨を書いたりと忙しかったです． 

また，発表会には大勢の OBOG の方々が参加してくださり，学部生の発表についてコメント

や研究に関する質問をたくさんしていただきました．まだ発表に慣れていない学部生にとって

とてもありがたいコメントが多かったと思います． 

 

【発表前】 

当日は午後 1 時半に発表会開始でしたが，午前 10 時半までにはみんな集まり，それぞれ最終

のスライドの確認や発表練習を行いました．自信たっぷりのつもりで来た私も，なんだかんだ数

回練習しました．プリンタの不調により少々ドタバタはありましたが，研究室での最終確認を終

えると，午後 1 時前には 14 棟地下 MMR に向かいました．ここで，修士の方々に教えていただ

きながら会場のセッティングを行いました．そして，緊張しつつ発表の時間を待ちました． 

 

 
発表前の風景 

 

みんなが緊張している雰囲気の写真を探したのですが，このように誰かはピースして笑ってい

ました．案外みんなリラックスしていたみたいです． 

 

  



【発表】 

午後 1 時半になり，いよいよ発表開始です．最初の発表は私でした．トップバッターという

ことで緊張するかと思いましたが，前日までの修士の方々との練習のおかげで，落ち着いて発表

することができました．質疑応答ではいろいろな方々から貴重な意見をいただくことができま

した．皆さんのコメントを参考にし，今後の研究に生かしたいと思います． 

 

  

私の発表です．発表の難しさを知りました． 

 

 

富田君の発表です．AIH-FPP を略さずに英語 

で言い切ったのが印象的でした． 

  
林（龍）君の発表です．ちょっと早口になりま

したね． 

林（華）君の発表です．最後の発表だったの

で，長い間緊張していたと思います． 

 

  



【OBOG 懇親会】 

発表会後には，14 棟 7 階のフォーラムにて，OBOG の方々との懇親会がありました．お酒や

おいしい食事もあり，私たち学部 4 年生は研究発表を終えてほっとした表情で談話を楽しみま

した．また，大勢の OBOG の方々に参加いただき，昔のエピソードや面白い話等を聞かせてい

ただき，とても参考になりました． 

 

  
今年から助教になられた倉科先生と，栃木県

産業技術センターでお世話になっている江

面さん 

 

大勢の OBOG の方々に来ていただきました． 

 

 

 

懇親会の司会をしていただいた菊池さん． 

 

二次会の様子です．

 

  



【まとめ】 

4 年生にとって初めての発表になりましたが，うまくいった人もそうでない人もいるみたい

です．今回の発表を通してそれぞれ課題ができたと思います．まとめとして，それぞれの感想を

下記に書きました．お忙しい中，お集まりいただいた先生方や OBOG の方々，本当にありがと

うございました．また，このような会を開くにあたって，ご協力をいただいた秘書の方をはじめ，

研究室の方々，大変お世話になりました． 

（文責：佐藤） 

 

【佐藤】 

発表前日の夜は，連日の準備のおかげでたくさん寝ることができました．朝起きると頭がさ

えていて，これなら大丈夫，と思えたことを覚えています．これも先輩方のおかげです．ありが

とうございました．今回の発表を通して，これから行う研究についてのヒントや課題を見つける

ことができました．今後も今回以上に良い発表を行えるように努力したいと思います． 

 

【富田】 

先輩方にスライドや要旨を何度も添削していただいたおかげで，緊張しながらも我を失わず

に発表できました．ありがとうございました．後日のディスカッションの結果，テーマの方向性

を少し変更することになりそうですが，腰を据えて研究に取り組めるようにじっくり検討して

いこうと思います． 

 

【林（龍）】 

先輩方には前日の発表練習に遅くまで付き合っていただきありがとうございました。また、

多くのコメントや指摘を受け、今後調査すべき課題などが明確になりました。未知の分野ではあ

りますが、今後の円滑な研究に向け一層励んでいきます。 

 

【林（華）】 

発表する前に先輩たちが夜遅くまで発表練習に付き合ってくれたおかげで，同期に劣らない

発表をすることができました．ありがとうございました．今回の発表で先輩方々にいろいろな意

見をいただき，今後の研究の目的が明確になりました．これからも今回以上に良い発表を行える

ように努力します． 


